
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日
受
領

答

弁

第

二

二

九

号

内
閣
衆
質
一
七
六
第
二
二
九
号

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
の
根
幹
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
の
根
幹
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
上
で
も
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
地
域
住
民
が
地
域
社
会
の
支

え
合
い
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
世
代
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
機
会
の
拡
大
を
推
進
す
る
な
ど
、
そ
の
た
め

の
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
多
く
の
若
年
層
が
、
失
業
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
と
い
っ
た
状
態
に
な
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
者
の

将
来
の
生
活
が
不
安
定
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
若
年
層
に
対
す
る
就

労
支
援
や
社
会
参
加
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
市
区
町
村
が
、
災
害
等
の
緊
急
時
に
お
い
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
災
害
に
よ
る
避
難
等
に
支
援

が
必
要
と
な
る
者
（
以
下
「
要
援
護
者
」
と
い
う
。
）
の
支
援
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
、
要
援
護

一



者
の
所
在
を
適
切
に
把
握
す
る
ほ
か
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
等
の
関
係
機
関
と
の
情
報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極

的
な
安
否
確
認
や
相
談
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、
「
要
援
護

者
に
係
る
情
報
の
把
握
・
共
有
及
び
安
否
確
認
等
の
円
滑
な
実
施
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
九
年
八
月
十
日
付
け
雇
児
総
発
第

〇
八
一
〇
〇
〇
三
号
・
雇
児
育
発
第
〇
八
一
〇
〇
〇
一
号
・
社
援
総
発
第
〇
八
一
〇
〇
〇
一
号
・
社
援
地
発
第
〇
八
一
〇
〇

〇
一
号
・
障
企
発
第
〇
八
一
〇
〇
〇
二
号
・
老
総
発
第
〇
八
一
〇
〇
〇
一
号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
総
務
課

長
及
び
育
成
環
境
課
長
、
社
会
・
援
護
局
総
務
課
長
、
地
域
福
祉
課
長
及
び
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
長
並
び
に
老
健
局
総

務
課
長
連
名
通
知
）
を
発
出
し
、
要
援
護
者
に
関
す
る
情
報
の
把
握
及
び
共
有
並
び
に
要
援
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い

て
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
等
の
活
用
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
家
庭
等
の
育
児
不
安
に
対
す
る
相
談
及
び
指
導
を
行
う
地
域
の
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置

の
促
進
、
児
童
相
談
所
を
中
核
と
し
た
関
係
機
関
の
連
携
の
強
化
等
に
よ
る
児
童
虐
待
防
止
対
策
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
等
を
活
用
し
た
教
育
相
談
体
制
の
充
実
等
に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
都
道
府
県
等
に
お
け
る
母
子
自
立
支
援

員
の
配
置
、
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
事
業
の
実
施
等
に
よ
る
母
子
家
庭
へ
の
支
援
等
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

二



で
あ
り
、
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
の
問
題
や
若
年
層
の
失
業
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
へ
の
対
応
、
災
害
時
等

に
お
け
る
要
援
護
者
の
避
難
支
援
、
問
題
を
抱
え
る
親
子
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
は
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
の
活
動
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
域
主
権
戦
略
会
議

に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

八
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
、
地
域
に
お
い
て
支
援
が
必
要
な
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
等
事
業
費
補
助
金
と
し
て
二
百
四
十
億
円
を
計
上
し
、
そ
の
対
象
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
都
道
府
県
等
が
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
を
対
象
と
し
て
行
う
研
修
に
対
し
、
国
庫
補
助
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
お
い
て
も
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
等
事
業
費
補
助
金
と

三



し
て
二
百
億
円
を
要
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


